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巻 

頭 

言 

平
素
よ
り
、
皆
様
に
は
京
都
光
彩
の
会
の
運
営
に
ご
理
解
、

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

二
〇
二
一
年
を
迎
え
、
は
や
二
か
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま

す
。
昨
年
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
年
末
年

始
を
挟
ん
で
感
染
に
拡
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
一
月
上
旬
に

関
東
圏
、
次
い
で
一
月
中
旬
に
関
西
圏
に
も
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
、
さ
ら
に
、
三
月
七
日
ま
で
の
延
長
が
決
ま
り
ま
し

た
。
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
も
感
染
者
に
関
す
る
情
報
を

耳
に
す
る
こ
と
が
増
え
、
落
ち
着
か
な
い
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。 

昨
年
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
日
々
の
連
続
で

し
た
。
“
三
密
”
や
“
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
”
も
日
常

的
に
使
用
さ
れ
る
言
葉
と
な
り
、
感
染
防
止
策
を
と
る
こ
と
が

日
常
と
な
っ
た
今
、
感
染
が
収
束
し
た
後
も
果
た
し
て
以
前
の

生
活
に
戻
れ
る
の
か
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
す
。
「
人
ご
み
で

咳
を
し
た
ら
目
の
前
の
男
性
に
睨
ま
れ
た
。
そ
れ
以
来
外
出
す

る
の
が
怖
く
な
っ
た
」
「
電
車
の
中
で
少
し
マ
ス
ク
を
外
し
て

い
る
と
周
囲
の
人
か
ら
注
意
を
受
け
、
そ
れ
以
来
電
車
に
乗
る

の
が
怖
く
な
っ
た
」
…
。
利
用
者
の
相
談
内
容
か
ら
は
周
囲
か

ら
突
き
刺
さ
る
目
線
に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
様
子

が
伺
え
ま
す
。 

私
た
ち
の
仕
事
は
利
用
者
の
声
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
当
法
人
の
基
本
理
念
で
あ
る
“
利
用
者
と
「
向
き

合
い
」
「
寄
り
添
い
」
「
共
に
考
え
」
「
共
に
歩
む
」 

そ
し

て
誰
も
が
人
生
の
主
役
に
”
を
改
め
て
見
つ
め
な
お
し
、
困
難

な
状
況
の
中
で
も
利
用
者
の
不
安
や
戸
惑
い
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
希
望
を
も
っ
て
共
に
歩
む
支
援
者
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま

す
。 最

後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
希
望
の

持
て
る
年
と
な
り
ま
す
様
、
祈
念
い
た
し
ま
す
。  

社
会
福
祉
法
人 

京
都
光
彩
の
会 

 
 
 

統
括
施
設
長 

中
條 

了 

特集記事：利用者の『新年の抱負』 

 …京都市朱雀工房（就労移行支援・就労継続支援B型）・ワークステーションかれん工房（就労継続支援Ｂ型）・ 

  西山高原工作所（就労継続支援Ｂ型）・ グループホーム『賀陽』『山ノ内』『光』（共同生活援助） 

『ぴあHAPPINESS通信』スタートしました！ 

 …京都市中部障害者地域生活支援センター「なごやか」 

「
新
し
い
年
を
迎
え
て
」 

 



2 

社会福祉法人 京都光彩の会 光彩だより 令和3年 冬 号 

か
れ
ん
工
房 

ワ 

ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

特集記事 京都光彩の会  利用者の『新年の抱負』 

各事業所メンバーの皆さんに、今年一年の抱負をお聞きしました！ 

京 

都
市
朱
雀
工
房 

食生活等を見直してより良い毎日を

送りたい。さらにいろいろな知識を

つけたい（特にITスキルなど）。   

体調の波が少しでも穏やかに    

なるよう願う。 

年相応の生活ですが、社会の在り方が変

わった事にも注意して、恥じない社会人

となることです。 資本主義における私の

役割を終えた事の実感と、その先の目的

を見出したいと思います。 

安定した生活をしたい。幻聴のことをもっと

知りたい。幻聴が聞こえても流すようにした

い。愚痴をこぼさない。 料理に挑戦したい。

ひとを助けるような仕事がしたい。    

40歳～45歳までに仕事を見つけたい。   

朱雀工房にしっかり通っていきたい。  

薬がなくても大丈夫になりた

い。就職活動を進めていきた

い。面接の練習をする。 

充実できる朱雀工房の業務に

つきたいと思います。      

技能やスキルだけではない日常

業務もコツコツと真面目に   

続けたい。  

ある程度、長時間睡眠にな

るのを改善させていく。 

週5日通えるようになる。 

病院へ行く以外は休ま

ず通所して、ペースを乱

したくない。       

面接を受けていきたい。  

できるだけ不安に襲われない

ようにし、少しでもいらないこ

とを考えないようにする。  

好きなパソコンを更にスキル

アップし、今自分に出来るこ

とを一生懸命する。 

就労移行支援のメンバー 

就労継続支援Ｂ型のメンバー 

京都市朱雀工房のメンバーの方の声 

新年にあたり、「これから先、どんなふうになりたいか」 

木原 壽一
きはら ひさかず

さん 

うちわ絵 うめ 
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グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、
「
一
年

の
抱
負
」
を
テ
ー
マ
に
、
入
居
者
の

方
々
に
書
初
め
を
書
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
「
中
学
生
以
来
や
っ
て
な

い
な
ぁ
…
」
、
「
字
は
上
手
く
な
い

け
ど
や
っ
て
み
ま
す
」
と
口
に
さ
れ

つ
つ
も
、
お
一
人
お
一
人
の
個
性
が

溢
れ
た
と
て
も
素
敵
な
作
品
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。 

    
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

賀
陽
・
山
ノ
内
・光 

グ 

文字は皆さんご自身で考えて下さいました 

今年だけではなく

ずっと大事にして

いる言葉です。 

いつも「ありがと

う」の 気 持 ち で

いっぱいです。  

西 
山
高
原
工
作
所 

１月４日に行った初会にて、メンバーのみなさんから「新年の抱負」の思いを

書いてもらいました。その中の一部ですが、紹介させていただきます。 

２
０
２
１
の
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
な
ん
と
か 

な
っ
て
、
す
ご
し
安
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に  

新
年
の
抱
負 

 

・ダ
イ
エ
ッ
ト(

目
標
６
０
キ
ロ) 

 

・新
し
い
作
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ(

印
刷
、
縫
製
な
ど) 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。  

絵
の
色
つ
け
が
上
手
に
な
り
た
い
。 

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
が
描
け
る
様
に
な
り
た
い
。 

節
約
す
る
こ
と 

う
れ
し
く
な
る
様
な
楽
し
く
な
る
様
な 

年
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。  

「周りの人への感謝を

大事に」と兄が言って

いて、自分も大事にし

たいと思いました。  
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令
和
三
年
最
初
の
光
彩
だ
よ

り
は
、
各
事
業
所
に
通
う
利
用

者
の
『
新
年
の
抱
負
』
を
取
り

上
げ
て
み
ま
し
た
。
不
要
不
急

の
外
出
の
自
粛
を
は
じ
め
マ
ス

ク
や
手
洗
い
の
励
行
な
ど
、
社

会
生
活
を
す
る
上
で
こ
れ
ま
で

と
は
異
な
る
制
約
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会

で
、
利
用
者
か
ら
も
病
気
に
打

ち
勝
ち
た
い
・
丈
夫
な
体
や
健

全
な
生
活
を
送
り
た
い
な
ど
、

逆
境
に
負
け
な
い
強
い
志
を
聞

く
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 

我
々
ス
タ
ッ
フ
も
皆
さ
ん
の

期
待
や
気
持
ち
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。  

（
中
林
） 

 利用者大募集!! 

就労  継続支援B型 
就労  移 行 支 援 

 京都市朱雀工房、西山

高 原 工 作 所、ワ ー ク ス

テーションかれん工房で

は上記の利用者様を募集

しています。お気軽にご

相談ください。 

 

『
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ご
や
か
』で

は
長
期
に
わ
た
り
精
神
科
病
院

に
入
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
の

退
院
支
援
を
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

さ
ん
（同
じ
病
気
や
入
院
な
ど
の

体
験
が
あ
る
仲
間
）
と
と
も
に

行
っ
て
い
ま
す
。  

 

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
病
院
訪
問
や
講
演
活

動
が
次
々
と
中
止
と
な
り
、
こ
の

状
況
下
で
も
何
か
で
き
る
こ
と

が
な
い
か
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
さ

ん
と
も
話
し
合
い
を
重
ね
、
以

前
か
ら
構
想
に
あ
っ
た
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
の
広
報
誌
『
ぴ
あ
Ｈ
Ａ

Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
通
信
』
を
昨
年

十
一
月
よ
り
京
都
光
彩
の
会
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
て
掲
載
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

 

内
容
は
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん

の
体
験
談
、
普
段
の
生
活
の
様

子
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
が
出

か
け
た
先

の
写

真

な
ど
な

ど
…
、
精
神
科
病
院
で
長
期
入

院
を
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
に
、

地
域
生
活
の
イ
メ
ー
ジ
が
届
く

よ
う
な
内
容
を
盛
り
込
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在

も
第
二
号
、
第
三
号
の
準
備
も

進
め
て
お
り
、
今
年
度
中
に
次

号
の
通
信
が
掲
載
さ
れ
る
予
定

で
す
。 

『
ぴ
あ
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
通

信
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
さ
ん
の
体
験
談
は
文

字
数
の
関
係
等
で
少
し
し
か
載

せ
ら
れ
な
い
の
で
す
が
、
講
演
等

で
要
望
に
合
わ
せ
て
お
話
い
た
だ

く
こ
と
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
ご
依
頼
の
方
は
ぜ
ひ

『
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ご
や
か
』
（田

中
・
高
瀬
）ま
で
、
ご
連
絡
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
（
な
ご
や
か
）  

ぴ
あ
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
通
信

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！ 

「京都光彩の会 後援会」会員募集のご案内 

 京都光彩の会では、法人の活動にご賛同いただける皆様に後

援会へのご加入、ご寄附をお願いしております。詳しくは同封

のパンフレットまたは法人ホームページ（https://kyoto-

kosainokai.jp/support/）をご覧ください。  

打ち合わせの様子：皆真剣そのものです。 


